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京
大
理
学
部
付
属
植
物
園
創
立
８。
周
年

‐６
日
に
記
念
シ
ン
ポ

歴
史
た
ど
る
講
演
や
討
論
な
ど

部
浩
哉

・
琵
琶
湖
博
物
館
長

ら
有
識
者
を
交
え
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
な
ど
が

あ
る
。
ま
た
、
午
前
Ｈ
時
か

ら
園
の
観
察
会
も
予
定
。

問
い
合
わ
せ
は

「考
え
る

会
」
の
今
村
さ
ん

（０
８
０

・
５
７
１
８

・
９
１
３
６
）
。

【野
上
哲
】

京
都
大
理
学
部
付
属
植
物

園

（左
京
区
）
の
創
立
８０
周

年
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
１６
日
、
同
区
の
京
大
総

合
人
間
学
部
１
号
館
１
１
０

２
講
義
奎
で
あ
る
。
午
後
１

～
５
時
。
入
場
無
料
。

植
物
園
は
１
９
２
３
年
に

設
立
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ

り
、
植
物
や
虫
の
生
態
を
調

べ
る
研
究
の
場
、
都
会
に
残

る
自
然
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
た
。
大
学
法
人
化
な
ど
も

控
え
、
植
物
園
の
存
在
意
義

や
将
来
像
を
話
し
合
お
う

と
、
利
用
者
ら
で
つ
く
る
「京

大
植
物
園
を
考
え
る
会
」
が
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一
般
利
用
者

。
近
隣
住
民
な
ど

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
超
え

て
、
植
物
園
の
未
来
像
を
考
え

る
た
め

「
考
え
る
会
」
が
設
立

さ
れ
、
観
察
会
の
実
施
や
植
物

園
運
営
に
関
す
る

関
わ
り
の
深
い
村
田
源
氏

（
元

理
学
部
植
物
学
教
室
講
師
）
が

「
京
大
植
物
園
が
た
ど

っ
て
き

た
道
」
と
い
う
題
で
講
演
。
村

田
氏
に
よ
る
と
、
理
学
部
植
物

園
は
、
設
置
当
初
か
ら
、
大
学

の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
自
然
林
に

近
い
林
を
作
り
た
い
と
い
う
構

想
の
下
で
運
営
さ
れ
た
。
戦
前

と
戦
後
し
ば
ら
く
は
植
物
学
教

室
に
よ
り
運
営
さ
れ
、

一
九
六

四
年
に
植
物
生
態
研
究
施
設
が

設
置
さ
れ
、
植
物
学
教
室
と
共

同
運
営
が
な
さ
れ
た
。
植
物
園

は
植
物
学
教
室
の
研
究
テ
ー
マ

の
変
化
に
伴
い
、
栽
培
さ
れ
る

植
物
か
ら
園
の
形
態
な
ど
運
営

方
法
も
変
化
し
た
。
ま
た
あ
る

程
度
の
管
理
は
必
要
で
あ
り
、

必
ず
し
も
伐
採
し
な
い
方
が
い

い
わ
け
で
は
な
い
。
設
置
か
ら

八
十
年
た

っ
た
今
現
在
、
生
態

系
と
し
て
安
定
し
て
い
る
こ
と

が
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス

で
管
理
し
て
い
く
の
か
研
究
者

が
意
見
を
出
し
合

っ
て
決
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ

た
。
ま
た
植
物
園
の
設
置
に
関

わ

っ
た
郡
場
寛
氏

（
元
理
学
部

植
物
学
教
室
教
授
、
故
人
）
の

「
雑
草
も
大
切
な
研
究
素
材

だ
」
と
い
う
言
葉
は
植
物
園
の

運
営
方
針
の
脈
流
と
し
て
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。

次
に
、
植
物
園
利
用
者
の
立

場
か
ら
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

植
物
園
に
て
カ
タ
ハ
リ
ウ
ズ
グ

モ
と
い
う
ク
モ
の
観
察

。
研
究

に
よ
り
博
士
号
を
取
得
し
た
渡

部
健
氏

公
冗
理
学
研
究
科

・
動

物
生
態
学
専
攻
）
が
、
本
人
の

経
験
を
元
に
し
た
植
物
園
の
利

点
を
説
明
し
た
。
植
物
園
は
研

究
対
象
と
な
る
動
物
が
多
い
、

地
図
が
手
に
入
る
、
研
究
室
か

ら
す
ぐ
に
行
く
こ
と
が
で
き

る
、
急
激
な
環
境
の
変
化
が
無

い
な
ど
の
条
件
か
ら
長
期
的
か

っ
日
常
的
な
観
察
が
可
能
で
あ

り
、
十
分

研
究

に
使

え

る

フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
と
し
た
。

櫨
咆
閻

シ

ン
ポ

ジ

ツ

ム

十

一
月
十
六
日

（
日
）
、
総

合
人
間
学
部

一
号
館

一
一
〇

二

講
義
室
に
て

「
京
大
植
物
園
八

十
周
年
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム

ー
ー
温
故
知
新
―
―
」
が
行
わ

れ
た
。

は
じ
め
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
主
催
し
た

「
京
大
植
物
園
を

考
え
る
△
こ
の
今
村
彰
生
氏
（
総

合
地
球
環
境
学
研
究
所
）
に
よ

り
、
コ
つ
え
る
会
」
の
趣
旨
説
明

と
活
動
報
告
が
な
さ
れ
た
。
京

大
植
物
園
は
理
学
部
の
付
属
施

設
と
し
て
、
研
究
の
場
や
教
育

の
場
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、

憩
い
の
場
と
し
て
も
規
し
ま
れ

て
き
た
が
、
二
〇
〇
二
年
十

一

月
に
理
学
部
に
よ
り
伐
採
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
伐
採
を
き

っ
か

け
と
し
て
、
国
立
大
学
の
法
人

化
を
前
に
し
て
、
研
究
利
用
者
。

場
か
ら
の
提
言

戦
後
の
植
物
園
と

ま
た
管
理

・
運
営
側
に
期
待
す

る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
自
然
モ

デ
ル
園
と
し
て
人
為
的
に
何
か

を
足
し
た
り
、
引
い
た
り
す
る

こ
と
は
せ
ず
、
安
定
し
た
環
境

を
維
持
す
る
こ
と
と
し
た
。
と

り
わ
け
生
態
学
の
専
門
家
の
責

任
あ
る
発
言
が
必
要
で
は
な
い

か
と
述
べ
た
。

続
く
京
大
植
物
園
観
察
学
生

会
の
松
崎
洸
史
氏
（
京
大
学
生
）

哉
氏

（
琵
琶
湖
博
物
館
長
）
、

河
野
昭

一
氏

公
示
大
名
誉
教

授
）
、
辻
英
夫
氏

（
京
大
名
誉

教
授
）
、
日
高
敏
隆
氏

（
総
合

地
球
環
境
学
研
究
所
長
）
、
藤

崎
憲
治
氏
（
農
学
研
究
科
教
授
・

応
用
生
物
科
学
専
攻
）
、
湯
本

貴
和
氏

（
総
合
地
球
環
境
学
研

究
所
教
授
）
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら

「
京
大

本
部
機
構
の
中
で

植
物
園
の
位
置
づ

け
が
不
明
瞭
だ
。

理
学
部
の
方
針
に

右
往
左
往
さ
せ
ら

れ
て
き
た
の
で
、

は
、
植
物
園
に
関
す
る
、
園
周
　
一示
大
全
体
と
し
て
コ
ン
セ
ン
サ

辺
の
地
域
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
　
ス
を
取
る
べ
き
だ
」
（
辻
）
、

卜
結
果
を
述
べ
、
住
民
は
植
物

　

「
理
学
部
以
外
の
使
用
者
の
意

園
に
対
し
メ
リ

ッ
ト
も
デ
メ
　
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
あ
る

リ
ッ
ト
も
感
じ
て
お
り
、
植
物
　
い
は
、
京
大
の
教
育
活
動
の

一

園
が
住
民
へ
と
開
か
れ
た
大
学
　
環
に
組
み
込
む
た
め
に
も
、
京

施
設
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
　
大
全
体
と
し
て
植
物
園
を
ど
う

意
見
が
多
か

っ
た
と
報
告
し
　
す
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
」
（
日
高
）
と
い
う
提
言
が

休
憩
を
は
さ
み
、
川
那
部
浩
　
出
さ
れ
た
。

他
に
も

「
植
物
園
と
い
う
よ

り
も
昆
虫
生
態
観
察
園
と
言

っ

た
方
が
い
い
ほ
ど
昆
虫
研
究
に

使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
研
究
者

と
し
て
は
、　
一
般
開
放
さ
れ
る

よ
り
も
自
分
達
だ
け
の
秘
密
の

花
園
の
方
が
い
い
」
（
藤
崎
）
、

「
京
大
の
伝
統
で
あ
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド

が
研
究
者
を
育
て
、
研
究
者
も

フ
ィ
ー
ル
ド
を
育
て
る
も
の
で

は
な
か

っ
た
か
、
植
物

園
に

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の
付
加
価

値
を
与
え
て
い
く
視
点
が
園
の

運
営
か
ら
失
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
」
（
湯
本
）
な
ど
の
意

見
が
出
た
。
会
場
か
ら
発
言
し

た
理
学
部
助
教
授
は

「
理
学
部

内
の
議
論
と
こ
の
会
の
議
論
に

は
、
か
な
り
隔
た
り
が
あ
る
の

を
感
じ
た
。
理
学
部
と
し
て
も

理
学
関
係
者
の
利
用
が
少
な
い

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
」
と
述

べ
た
。

終
わ
り
に
、
司
会
者
の
丑
丸

敦
史
氏

（
総
合
地
球
環
境
学
研

究
所
）
は
考
え
る
会
と
し
て
こ

の
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
植
物

園
運
営
委
員
会
に
提
出
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し

「
是
も
非
も

含
め
て
、
自
分
た
ち
が
集
約
し

た
意
見
を
委
員
会
に
も
聞
い
て

は
し
い
。
植
物
園
の
運
営
に
関

し
て
京
大
当
局
が
ど
の
よ
う
に

協
議
し
て
い
く
の
か
、
こ
の
会

の
議
論
を
反
映
さ
せ
て
く
れ
る

こ
と
を
願

っ
．て
い
る
」
と
語

っ

た
。



考
え
る
会
が

提
案
書
を
提
出

京
大
理
学
部
付
属
植
物
園

（京
大
植
物
園
）
に
関
し
て
、

国
内
の
樹
木
伐
採
や
整
備
を
担

当
す
る
非
常
勤
職
員
の
雇
用
間

題
な
ど
、　
一
連
の
運
営
に
対
し

て

一
部
利
用
者
か
ら
不
満
の
声

が
挙
が

っ
て
い
る
問
題
で
、
利

用
者

。
近
隣
住
民
な
ど
で
構
成

さ
れ
る

「
京
大
植
物
園
を
考
え

る
△
ご

（考
え
る
会
）
が
二
〇
〇

三
年
十
二
月
十
九
日
、
理
学
部
・

植
物
園
運
営
委
員
会

（運
営
委

員
〈
３

に
対
し
て
、
「
管
理
運
営

方
針
に
対
す
る
提
案
」
を
提
出

2003年 12月 16日 (火 )
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し
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。

一
月
十
九
日
ま
で
の
回
答
を
求

め
て
い
る
が
、
運
営
委
員
会
の

対
応
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

考
え
る
会
は
〇
二
年
の
樹
木

伐
採
を
き

っ
か
け
に
学
内
外
の

有
志
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
組

織
で
、
京
大
植
物
園
の
観
察
会

や
勉
強
会
な
ど
を
開
催
し
、
利

用
す
る
立
場
か
ら
園
の
あ
り
方

を
考
え
て
き
た
。
代
表
は
琵
琶

湖
博
物
館
長
の
川
那
部
浩
哉
氏

と
河
野
昭

一
氏
が
務
め
る
。
両

氏
と
も
京
大
名
誉
教
授
。
考
え

る
会
は
〇
三
年
十

一
月
十
六
日

に

「
京
大
植
物
園
八
〇
周
年
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
温
故
知
新

―
」
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の

会
の
場
で
集
め
ら
れ
た
意
見
を

集
約
し
た
形
の
提
案
書
提
出
と

な
る
。

提
案
書
は
運
営
委
員
会
と
同

時
に
笹
尾
登
。理
学
研
究
科
長
、

長
谷
あ
き
ら

。
理
植
物
学
教
室

主
任
と
尾
池
和
夫
総
長
に
も
渡

さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
京
大

植
物
園
の
生
物
群
の
多
様
性
と

数
々
の
研
究
、
教
育
に
利
用
さ

れ
て
き
た
点
を
挙
げ
て
、
植
物

園
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
二
〇
〇
二
年
の
樹

木
伐
採
問
題
に
関
し
、
目
的
や

決
定
過
程
に
不
明
確
な
点
が

あ

っ
た
原
因
は
、
現
在
の
管
理

主
体
で
あ
る
理
学
部
植
物
学
教

室
内
の
研
究
課
題
や
研
究
者
の

関
心
の
変
容
の
影
響
が
大
き
い

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た

最
後
に
京
大
植
物
園
の
運
営
に

関
す
る
考
え
る
会
の
希
望
と
し

て
、
研
究

・
教
育
の
場
と
し
て

自
由
に
利
用
で
き
る
こ
と
、
生

態
系
を
考
慮
し
面
積
を
減
ら
さ

な
い
こ
と
、
全
学
か
ら
利
用
さ

れ
る
よ
う
な
組
織
の
あ
り
方
を

予
算
面
な
ど
も
含
め
て
模
索
す

る
こ
と
、
運
営
に
利
用
者
の
声

を
反
映
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
作

る
こ
と
、
運
営
に
外
部
評
価
を

導
入
し
情
報
公
開
を
す
る
こ

と
、
を
求
め
て
い
る
。

運
営
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は

岡
田
清
孝

（植
物
学
）
委
員
長
、

堀
道
雄

（
動
物
学
）
、
戸
部
博

（
植
物
学
）
、
曽
田
貞
滋

（
動

物
学
）
、
平
野
丈
夫

（
生
物
物

理
学
）
、
加
藤
重
樹

（
化
学
）
、

西
田
吾
郎

（数
学
）
の
理
学
研

究
科
教
官
と
な

っ
て
い
る
。

提
案
書
か
ら
は
、
法
人
化
に

よ
り
植
物
園
の
消
滅

・
質
的
低

下
の
危
機
感
が
感
じ
ら
れ
る
。

情
報
公
開
や
利
用
者
の
声
を
含

め
た
運
営
方
針
な
ど
、
運
営
委

員
会
に
は
早
期
の
対
応
が
期
待

さ
れ
る
。
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外
部
評
価
導
入
を

京

大
植

物

園
運

営

案

「考
え
る
会
」
が
提
出

京
都
大
理
学
部
付
属
植
物

園
（京
都
市
左
京
区
）
の
運
営

方
針
を
め
ぐ
る
問
題
で
、
川

那
部
浩
哉
京
大
名
誉
教
授
ら

が
つ
く
る

「京
大
植
物
園
を

考
え
る
会
」
は
二
十
二
日
ま

で
に
ハ
独
自
の
「管
理
運
営
に

関
す
る
提
案
」
を
ま
と
め
尾

池
和
夫
総
長
に
提
出
し
た
。

同
会
が
十

〓
月
に
同
植
物

園
八
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
、
研
究
者
や
市
民
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
も
と

に
ま
と
め
た
。

提
案
書
は
、
、
同
植
物
園
は

樹
齢
六
十
年
前
後
の
本
々
で

形
成
さ
れ
成
熟
し
た
状
態
と

し
、
植
物
や
昆
虫
、
鳥
類
の

重
要
な
研
究
フ
ィ
ト
ル
ド
と

指
摘
。
教
育
面
で
も
、
教
養

課
程
の
地
学
実
習
や
測
量
実

習
な
ど
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
Ｌ
う
。
そ
の

上
で
、
今
後
も
教
育
や
研
究

で
自
由
に
利
用
で
き
る
こ
と

を
希
望
、
園
を

「切
り
売
り

し
な
い
で
」
と
要
望
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
国
立
大
法
人
化

に
向
け
、
植
物
園
の
管
理
に

つ
い
て
も
外
部
の
評
価
を
受

け
る
べ
き
だ
な
ど
と
し
た
。

同
会
は
提
案
書
を
理
学
研

究
科
長
ら
に
も
送

っ
た
。


